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４４／／１１

３３／／２２１１３３／／２２２２
あ
い

ら

姶姶

良良

市市

新新
・・
久久
喜喜
市市

３３／／２２３３

新新
・・
加加
須須
市市

３３／／２２９９

３３／／２２３３

３３／／３３１１

３
月
２１
日
か
ら
３１
日
に
か
け

て
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
新
た
に

６
市
が
誕
生
し
、
９
市
が
そ
れ
ぞ

れ
編
入
合
併
を
行
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
全
国
の
市
数
（
東
京
２３
特

別
区
含
む
）
は
８
０
９
市
と
な
っ

た
。
ま
た
、
神
奈
川
県
相
模
原
市

が
４
月
１
日
に
１９
番
目
の
政
令
指

定
都
市
と
な
っ
た
。

国
が
平
成
１１
年
か
ら
推
進
し
て

き
た
平
成
の
大
合
併
は
、
市
の
数

が
町
の
数
を
上
回
る
ほ
ど
進
捗

し
、
合
併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る

２２
年
３
月
３１
日
で
一
段
落
し
た
。

な
お
、
自
主
的
な
合
併
の
円
滑
化

を
図
る
合
併
特
例
法
の
一
部
改
正

案
は
３
月
２６
日
可
決
、成
立
し
た
。

各
市
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

さ
が
み
は
ら

相相
模模
原原
市市
がが
指指
定定
都都
市市

４
月
１
日
、
神
奈
川
県
相
模
原

市
が
中
核
市
か
ら
政
令
指
定
都
市

へ
移
行
し
た
。
指
定
都
市
と
な
る

こ
と
で
、
児
童
福
祉
、
生
活
保
護

等
の
事
務
事
業
で
都
道
府
県
並
み

の
権
限
が
移
譲
さ
れ
る
。

〒
２
５
２
‐
０
２
３
９

相
模
原
市
中
央
区
中
央
２
丁
目
１１

番
１５

お
う
み
は
ち
ま
ん

新新
・・
近近
江江
八八
幡幡
市市
誕誕
生生

滋
賀
県
の
近
江
八
幡
市
と
安
土

町
が
３
月
２１
日
合
併
、
新
た
な

「
近
江
八
幡
市
」
が
誕
生
し
た
。

人
口
８
万
１
８
６
５
人

面
積
１
７
７
・
３９
平
方
�

議
員
定
数
３０
人
（
在
任
特
例
）

ああ
まま
市市
がが
誕誕
生生

愛
知
県
の
七
宝
町
・
美
和
町
・
甚

目
寺
町
が
３
月
２２
日
合
併
、
市
制

施
行
し「
あ
ま
市
」が
誕
生
し
た
。

人
口
８
万
６
３
１
４
人

面
積
２７
・
５９
平
方
�

議
員
定
数
４０
人
（
在
任
特
例
）

〒
４
９
０
―
１
１
９
８

あ
ま
市
甚
目
寺
二
伴
田
７６

�
０
５
２
‐
４
４
４
‐
３
１
７
４

（
議
会
直
通
）

�
０
５
２
‐
４
４
３
‐
３
５
５
５

（
甚
目
寺
庁
舎
代
表
）

３
市
誕
生

３
月
２３
日
、
次
の
３
市
が
誕
生

し
た
。
埼
玉
県
の
加
須
市
・
騎
西

町
・
北
川
辺
町
・
大
利
根
町
が
合

併
、
新
「
加
須
市
」
が
誕
生
。
埼

玉
県
の
久
喜
市
・
菖
蒲
町
・
栗
橋

町
・
鷲
宮
町
が
合
併
、
新
「
久
喜

市
」
が
誕
生
。
鹿
児
島
県
の
加
治

木
町
・
姶
良
町
・
蒲
生
町
が
合

併
、
市
制
施
行
し
「
姶
良
市
」
が

誕
生
し
た
。

各
市
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

◇
新
【
加
須
市
】
（
埼
玉
県
）

人
口
１１
万
６
２
７
０
人

面
積
１
３
３
・
４７
平
方
�

議
員
定
数
５３
人
（
在
任
特
例
）

◇
新
【
久
喜
市
】
（
埼
玉
県
）

人
口
１５
万
７
４
７
０
人

面
積
８２
・
４０
平
方
�

議
員
定
数
３４
人

あ
い

ら

◇
【
姶
良
市
】
（
鹿
児
島
県
）

人
口
７
万
５
２
８
９
人

面
積
２
３
１
・
３２
平
方
�

議
員
定
数
３０
人

〒
８
９
９
―
５
４
９
２

姶
良
市
宮
島
町
２５
番
地

�
０
９
９
５
‐
６
５
‐
２
３
３
２

（
議
会
直
通
）

�
０
９
９
５
‐
６
５
‐
７
１
１
２

（
庁
舎
代
表
）

新新
・・
栃栃
木木
市市
がが
誕誕
生生

栃
木
県
の
栃
木
市
・
大
平
町
・

藤
岡
町
・
都
賀
町
が
３
月
２９
日
合

併
、
新「
栃
木
市
」が
誕
生
し
た
。

人
口
１４
万
１
０
９
９
人

面
積
２
５
２
・
８３
平
方
�

議
員
定
数
３１
人

６６
市市
でで
編編
入入
合合
併併

３
月
２３
日
、
次
の
６
市
が
そ
れ

ぞ
れ
編
入
合
併
を
行
っ
た
。

◇
印
西
市
（
千
葉
県
）

印
旛
村
・
本
埜
村
を
編
入
、
人
口

８
万
７
９
９
１
人
、
面
積
１
２
３

・
８０
平
方
�
、
議
員
定
数
４４
人

（
在
任
特
例
）

◇
富
士
宮
市
（
静
岡
県
）

芝
川
町
を
編
入
、
人
口
１３
万
４
１

８
２
人
、
面
積
３
８
８
・
９９
平
方

�
、
議
員
定
数
２４
人（
定
数
特
例
）

◇
湖
西
市
（
静
岡
県
）

新
居
町
を
編
入
、
人
口
５
万
９
０

８
９
人
、
面
積
８６
・
６５
平
方
�
、

議
員
定
数
２４
人
（
定
数
特
例
）

◇
熊
本
市
（
熊
本
県
）

植
木
町
・
城
南
町
を
編
入
、
人
口

７２
万
２
６
５
４
人
、
面
積
３
８
９

・
５０
平
方
�
、
議
員
定
数
５１
人

（
定
数
特
例
）

◇
宮
崎
市
（
宮
崎
県
）

清
武
町
を
編
入
、
人
口
３９
万
８
９

６
０
人
、
面
積
６
４
４
・
６１
平
方

�
、
議
員
定
数
５６
人（
在
任
特
例
）

◇
小
林
市
（
宮
崎
県
）

野
尻
町
を
編
入
、
人
口
４
万
９
５

０
９
人
、
面
積
５
６
３
・
０９
平
方

�
、
議
員
定
数
３４
人（
在
任
特
例
）

３３
市市
でで
編編
入入
合合
併併

３
月
３１
日
、
次
の
３
市
が
そ
れ

ぞ
れ
編
入
合
併
を
行
っ
た
。

◇
長
岡
市
（
新
潟
県
）

川
口
町
を
編
入
、
人
口
２８
万
４
３

３
１
人
、
面
積
８
９
０
・
９１
平
方

�
、
議
員
定
数
３９
人（
定
数
特
例
）

◇
松
本
市
（
長
野
県
）

波
田
町
を
編
入
、
人
口
２３
万
８
８

６
８
人
、
面
積
９
７
８
・
７７
平
方

�
、
議
員
定
数
４２
人（
定
数
特
例
）

◇
佐
世
保
市
（
長
崎
県
）

江
迎
町
・
鹿
町
町
を
編
入
、
人
口

２６
万
１
９
６
２
人
、
面
積
４
２
６

・
３５
平
方
�
、
議
員
定
数
３６
人

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1755・56号４月５日平成22年
（2010年）

４月５日現在の市数
８０９市

うち
指定都市 １９市
中核市 ４０市
特例市 ４１市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

３／２１～３１

６６
市市
誕誕
生生
、、９９
市市
でで
編編
入入
合合
併併

合
併
特
例
法
の
期
限
迎
え
平
成
の
大
合
併
一
段
落

新
・
加
須
市

３／２３

新
・
久
喜
市

姶

良

市

（１） 平成２２年４月５日 第１７５５・５６号
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市
の
保
有
資
産
を
有
効
活
用

し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
広
告
媒
体

と
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
徳

島
市
。
前
号
（
第
１
７
５
４
号
）

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
対
す
る
バ
ナ
ー
広
告

は
も
と
よ
り
、
▽
封
筒
▽
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
内
の
壁
面
▽
玄
関
マ
ッ
ト

（
写
真
を
下
掲
）
―
―
な
ど
、
広

告
の
掲
載
対
象
を
着
実
に
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
徳
島
市
で
は
、
動
物
園

内
施
設
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

（
施
設
命
名
権
）
を
実
践
し
、
得

ら
れ
た
収
益
が
動
物
園
運
営
の
経

営
基
盤
安
定
化
へ
寄
与
し
て
い
る

こ
と
も
、前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
「
と
く
し
ま
マ
イ

シ
テ
ィ
便
利
帳
」
を
中
心
に
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
便
利
帳

は
、
住
民
登
録
な
ど
の
各
種
届
出

手
続
き
、
ご
み
や
衛
生
・
水
道
な

ど
毎
日
の
暮
ら
し
に
関
す
る
情

報
、
各
種
制
度
に
関
す
る
紹
介
な

ど
を
網
羅
し
た
冊
子
。
各
自
治
体

で
も
発
行
さ
れ
、
お
馴
染
み
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
便

利
帳
も
徳
島
市
で
は
、
広
告
媒
体

と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
と
く
し
ま
マ
イ
シ
テ
ィ
便
利

帳
」
は
、
市
民
生
活
に
身
近
な
行

政
情
報
の
ほ
か
、
観
光
や
文
化
な

ど
、
地
域
に
関
す
る
情
報
を
も
市

民
へ
提
供
す
る
実
用
的
な
冊
子
と

し
て
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

２１
年
４
月
発
行
の
便
利
帳
を
見
る

と
、
２４
〜
２５
ペ
ー
ジ
に
見
開
き
で

「
文
化
に
触
れ
る
マ
ッ
プ
」
が
掲

載
さ
れ
、
市
民
を
歴
史
の
世
界
へ

と
誘
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
見
る
と
、
こ
の
見
開
き
の

ペ
ー
ジ
に
は
、
掛
け
軸
関
係
の
地

元
企
業
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
民
相
談
の
ペ
ー
ジ
に
は

法
律
事
務
所
の
広
告
が
、
巻
末
に

は
市
内
地
図
と
併
せ
、
医
療
機
関

の
情
報
が
広
告
と
と
も
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
の
便
利

帳
は
、
約
３
０
０
社
分
を
掲
載
し

た
広
告
も
市
内
情
報
と
な
る
よ
う

工
夫
し
、
地
域
経
済
を
支
援
す
る

よ
う
編
集
し
て
あ
る
の
で
す
。

こ
の
便
利
帳
作
製
に
あ
た
っ
て

は
徳
島
市
、
電
話
帳
の
編
集
を
主

力
業
務
と
す
る
民
間
企
業
が
協
働

し
て
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
発
行

経
費
は
、
企
業
が
広
告
収
入
で
賄

う
た
め
、
徳
島
市
の
費
用
負
担
は

皆
無
。
市
内
の
情
報
が
集
約
さ
れ

て
い
る
便
利
帳
だ
け
に
、
広
告
効

果
も
高
い
よ
う
で
す
。

徳
島
市
の
挑
戦
は
、
さ
ら
に
続

き
ま
す
。
平
成
２１
年
１０
月
か
ら
、

職
員
へ
配
布
す
る
給
与
支
給
明
細

書
、
給
与
袋
に
も
広
告
掲
載
を
開

始
さ
せ
ま
し
た
。

明
細
書
や
給
与
袋
へ
の
広
告
掲

載
は
、
ま
さ
に
逆
転
の
発
想
か
ら

誕
生
し
た
取
り
組
み
で
す
。
徳
島

市
で
は
元
々
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
電

子
メ
ー
ル
の
活
用
に
よ
り
、
明
細

書
や
給
与
袋
の
廃
止
を
模
索
し
て

い
ま
し
た
。
徳
島
市
職
員
の
９
割

以
上
は
、
給
与
の
全
額
を
口
座
振

込
と
し
て
い
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
持
た
な

い
現
業
職
員
、
外
勤
が
主
業
務
と

な
っ
て
い
る
職
員
の
存
在
は
、
明

細
書
や
給
与
袋
の
全
廃
を
た
め
ら

わ
せ
ま
し
た
。
逆
に
廃
止
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
―
―
経
費
削
減
と

歳
入
確
保
を
期
待
し
、
広
告
掲
載

へ
と
打
っ
て
出
た
の
で
し
た
。

広
告
事
業
活
動
は
職
員
意
識
に

も
変
革
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
自

ら
の
業
務
を
見
つ
め
直
す
契
機
と

な
っ
た
の
で
す
。
「
自
分
の
仕
事

か
ら
も
広
告
収
入
を
得
ら
れ
る
か

も
」と
歳
入
面
を
考
え
る
意
識
が
、

歳
出
面
の
コ
ス
ト
削
減
意
識
を
も

生
み
出
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

活
動
で
職
員
意
識
に
変
化

市市
のの
資資
産産
をを

広広
告告
媒媒
体体
へへ
～徳島市の挑戦～
〈続編〉

地
域
経
済
活
性
化
も
視
野

市 政

ニュース

玄
関
前
の
マ
ッ
ト
に
も
広
告
が

【上】とくしまマイシティ便利帳内の「文化に触れるマップ」のペー
ジ。旧徳島城表御殿庭園などの史跡が紹介されている【下】実際の表
御殿庭園。歴代阿波藩主の表書院の庭先に当たる。枯山水と築山泉水
を組み合わせた桃山様式を現在に伝える。昭和１６年に国の名勝へ指定

第１７５５・５６号 平成２２年４月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議議
会会
所所
在在
地地
変変
更更

名
寄
盆
地
の
中
央
に
位
置
す
る

北
海
道
名
寄
市
は
、
日
本
再
北
限

の
稲
作
（
も
ち
米
）
生
産
地
。
も

ち
米
の
生
産
量
は
日
本
一
を
誇
り

ま
す
。
た
だ
し
厳
寒
期
に
は
、
マ

イ
ナ
ス
３０
℃
に
な
る
こ
と
も
珍
し

く
な
い
土
地
柄
の
た
め
、
冷
害
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
１
年
を
通
じ
▽
晴
天
率

が
高
い
▽
風
が
弱
い
▽
夜
間
の
光

害
が
少
な
い
▽
空
気
の
透
明
度
が

高
い
―
―
な
ど
の
好
条
件
が
重
な

り
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
天
体

観
測
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
に
は
、
従
来
か
ら
天

体
観
測
で
協
力
関
係
に
あ
る
北
大

大
学
院
理
学
研
究
科
と
相
互
協
力

協
定
を
交
わ
す
な
ど
、
「
星
・
雪

・
き
ら
め
き

緑
の
里
な
よ
ろ
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

天
体
観
測
の
拠
点
は
、
名
寄
市

立
木
原
天
文
台
が
担
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
天
文
台
は
昭
和
４８
年
に

産
声
を
あ
げ
た
施
設
。
元
々
は
、

名
寄
高
校
の
教
員
で
あ
っ
た
木
原

秀
雄
氏
が
、
私
財
を
投
じ
設
立
し

た
施
設
で
し
た
。
名
寄
市
が
、
木

原
氏
か
ら
施
設
の
寄
贈
を
受
け
た

の
は
平
成
４
年
。
２１
年
１１
月
に
休

館
と
な
る
ま
で
日
本
最
北
の
天
文

台
と
し
て
、
第
一
線
で
活
躍
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
２２
年
４
月
１７

日
に
オ
ー
プ
ン
の
新
天
文
台
「
き

た
す
ば
る
」
へ
、
こ
れ
ま
で
の
役

割
を
譲
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
天
文
台
を
設
立
す
る
契
機
と

な
っ
た
の
は
、
１８
年
３
月
の
市
町

村
合
併
。
新
市
総
合
計
画
で
「
市

立
天
文
台
整
備
事
業
」
の
推
進
が

掲
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

同
事
業
は
、
北
大
が
ハ
イ
テ
ク

望
遠
鏡
の
設
置
導
入
を
計
画
し
、

名
寄
市
が
管
理
施
設
と
北
大
が
設

置
す
る
以
外
の
光
学
機
器
類
の
設

置
を
実
施
す
る
も
の
。
施
設
内
に

設
け
ら
れ
る
「
１０
ｍ
ド
ー
ム
」
内

に
は
、
北
大
が
導
入
す
る
「
１
・

６
ｍ
望
遠
鏡
」
が
据
え
付
け
ら
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
閉
式
の
屋
根
を
持
つ
ド
ー
ム

の
先
端
部
分
は
、
３
６
０
度
の
回

転
が
可
能
。
内
部
に
収
め
ら
れ
る

１
・
６
ｍ
望
遠
鏡
は
国
内
最
大
規

模
を
誇
り
ま
す
。
こ
の
ハ
イ
テ
ク

望
遠
鏡
の
活
用
に
よ
り
、
新
天
文

台
は
惑
星
観
測
の
研
究
分
野
で
世

界
最
大
級
の
観
測
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
ド
ー
ム
と
繋
が
る
建

物
の
屋
上
に
も
、
屋
根
が
ス
ラ
イ

ド
す
る
観
測
室
が
設
け
ら
れ
ま

す
。
内
部
に
は
５０
�
望
遠
鏡
や
４０

�
望
遠
鏡
な
ど
、
全
４
台
の
望
遠

鏡
を
名
寄
市
が
設
置
し
、
新
天
文

台
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
観
測
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
冬
場
は
、
熱
に
よ
る
「
ゆ

ら
ぎ
」
が
少
な
く
、
天
体
観
測
に

う
っ
て
つ
け
の
季
節
。
夜
の
帳
が

降
り
た
の
ち
、
天
空
を
見
上
げ
れ

ば
、
満
点
の
星
空
が
一
面
に
煌
め

い
て
い
ま
す
。
【
次
号
へ
続
く
】

▼
議
長

▽
柳
井

中
次
俊
郎（
１
・
１２
）

▽
八
千
代

西
村
幸
吉（
１
・
１５
）

▽
旭

林

一
哉（
１
・
２０
）

▽
豊
川

滝
下
充
生（
１
・
２９
）

▽
名
取

渡
邊

武（
２
・
１
）

▽
戸
田

手
塚
静
枝（
２
・
４
）

▽
吉
川

日
暮

進（
２
・
５
）

▽
松
浦

木
原
勇
一（
２
・
５
）

▼
副
議
長

▽
岩
沼

長
田
雅
裕（
１
・
１２
）

▽
柳
井

君
国
泰
照（
１
・
１２
）

▽
八
千
代

秋
葉
就
一（
１
・
１５
）

▽
旭

嶋
田
哲
純（
１
・
２０
）

▽
名
取

�
橋
和
夫（
２
・
１
）

▽
淡
路

土
井
晴
夫（
２
・
２
）

▽
戸
田

榎
本
守
明（
２
・
４
）

▽
吉
川

鈴
木
加
藏（
２
・
５
）

▽
松
浦

吉
冨
武
志（
２
・
５
）

▽
伊
豆
市
（
静
岡
県
）

〒
４
１
０
―
２
４
１
３

伊
豆
市
小
立
野
３８
番
地
２

�
０
５
５
８
（
７
２
）
９
９
０
６

�
０
５
５
８
（
７
２
）
９
９
０
７

▽
石
巻
市
（
宮
城
県
）

〒
９
８
６
―
８
５
０
１

石
巻
市
穀
町
１４
番
地
１

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
番
号
に
つ

い
て
は
、
と
も
に
変
更
な
し

北北
大大
とと
連連
携携
でで
研研
究究
拠拠
点点
へへ

名
寄
市
（
北
海
道
）

世
界
最
大
級
の
観
測
を
実
施

議議
会会
人人
事事

市 政

ニュース

名寄市内で撮影されたプレアデス星団・日本名「すばる」
（写真提供＝名寄市）

冬
場
の
観
測
で
冷
え
切
っ
た
体

に
は
温
か
い
食
べ
物
が
一
番
！

名
寄
の
ラ
ー
メ
ン
は
豪
華
で
す

星星がが煌煌めめくくままちち

雪に覆われた１０ｍドーム。平成２３年春公開を
目指し、１．６ｍ望遠鏡の準備が進められている

（３） 平成２２年４月５日 第１７５５・５６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

１
�
都
市
間
移
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
に
つ
い
て

�
道
路
整
備
に
つ
い
て

平
成
２２
年
度
道
路
関
係
予
算
政

府
案
で
は
、
道
路
整
備
費
１
兆
７

１
４
億
円
が
計
上
さ
れ
、
特
に
道

路
予
算
は
約
２
割
削
減
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
一
括
交
付
金
の
議
論
が
２２
年

度
に
本
格
的
に
行
わ
れ
る
一
方
、

前
倒
し
で
道
路
の
補
助
事
業
の
一

部
や
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付

金
、
他
の
補
助
事
業
等
を
廃
止
。

基
幹
事
業
に
関
連
の
社
会
資
本
整

備
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
）
と
効
果

促
進
事
業
（
ソ
フ
ト
事
業
）
を
合

わ
せ
て
行
え
る
地
方
公
共
団
体
に

と
っ
て
自
由
度
の
高
い
社
会
資
本

整
備
総
合
付
金
２
兆
２
０
０
０
億

円
が
創
設
さ
れ
た
。

直
轄
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
設

・
改
築
事
業
の
新
規
採
択
は
行
わ

な
い
こ
と
と
し
た
。ま
た
、費
用
対

効
果
の
指
標（
Ｂ
／
Ｃ
）等
に
よ

る
評
価
の
結
果
が
２
月
に
公
表
さ

れ
、
事
業
の
箇
所
が
示
さ
れ
た
。

自
動
車
関
係
諸
税
の
暫
定
税
率

は
、
現
在
、
原
油
価
格
等
が
安
定

的
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら

燃
料
課
税
の
現
行
税
率
水
準
が
当

分
の
間
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
地
方
に
必
要
な
道
路
財
源

は
、
３
兆
４
７
７
２
億
円
が
確
保

さ
れ
る
。
ま
た
、
原
油
価
格
の
異

常
な
高
騰
が
続
い
た
場
合
の
ガ
ソ

リ
ン
価
格
の
課
税
停
止
措
置
は
、

課
税
停
止
措
置
の
発
動
の
基
準
価

格
を
１
㍑
当
た
り
１
６
０
円
と

し
、
小
売
価
格
の
平
均
が
連
続
３

か
月
に
わ
た
り
１
６
０
円
を
上
回

っ
た
場
合
、
１
㍑
約
２５
円
減
税
さ

れ
る
。
な
お
、
引
き
下
げ
後
連
続

３
カ
月
に
わ
た
り
１
３
０
円
を
下

回
っ
た
場
合
は
税
率
が
元
に
戻
さ

れ
る
。

山
間
部
等
の
未
改
良
の
自
動
車

交
通
不
能
区
間
の
道
路
整
備
は
、

費
用
対
効
果
を
含
め
総
合
的
に
見

直
さ
れ
た
国
土
交
通
省
個
別
公
共

事
業
の
評
価
書
に
よ
り
、
国
道
４

７
４
号
三
遠
南
信
自
動
車
道
飯
喬

道
路
等
の
道
路
整
備
継
続
が
認
め

ら
れ
た
。

地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
道

路
橋
に
お
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

道
路
橋
が
今
後
急
速
に
増
大
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
く
架
替
え
へ
と
、
橋
梁

の
修
繕
・
架
替
え
に
係
る
費
用
の

縮
減
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
道
路

橋
の
「
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定

事
業
費
補
助
」
制
度
が
平
成
１９
年

度
に
創
設
さ
れ
た
。
長
寿
命
化
修

繕
計
画
を
策
定
す
る
地
方
公
共
団

体
に
対
し
て
、
２２
年
度
に
お
い
て

も
、
当
該
計
画
策
定
に
要
す
る
費

用
の
２
分
の
１
が
国
か
ら
補
助
さ

れ
る
。

�
鉄
道
の
整
備
に
つ
い
て

平
成
２２
年
度
の
鉄
道
関
係
予
算

の
整
備
新
幹
線
建
設
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
２
６
０
０
億
円
が
計
上

さ
れ
、
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
、

九
州
の
各
新
幹
線
の
建
設
中
の
区

間
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
な
お
、
２
６
０
０
億
円
の
う

ち
、
９０
億
円
は
、
新
規
着
工
に
も

使
え
る
留
保
扱
い
と
さ
れ
た
。

整
備
新
幹
線
の
整
備
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
建
設
中
の
区
間
は
予
定

ど
お
り
推
進
さ
れ
、
未
着
工
区
間

は
費
用
対
効
果
、
沿
線
自
治
体
の

取
組
み
等
検
証
し
、
優
先
順
位
づ

け
が
検
討
さ
れ
る
。

な
お
、
並
行
在
来
線
と
の
直
通

運
転
が
可
能
と
な
る
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
ト
レ
イ
ン
の
技
術
開
発
も
引
き

続
き
推
進
さ
れ
る
。

�
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生

総
合
事
業
に
つ
い
て

高
速
道
路
の
通
行
料
金
割
引
の

影
響
で
フ
ェ
リ
ー
等
の
運
行
等
に

支
障
が
出
て
い
る
状
況
へ
の
支
援

は
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
の
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
旅
客
船
の
航

路
の
増
便
な
ど
、
実
証
運
航
に
要

す
る
経
費
に
対
し
２
分
の
１
が
補

助
さ
れ
る
。
な
お
、
海
上
交
通
の

低
炭
素
化
等
総
合
事
業
が
創
設
さ

れ
、
船
舶
等
運
航
方
法
の
確
立
に

対
し
支
援
さ
れ
る
。

前
回
に
引
き
続
き
、
本
会
の
各
委
員
会
の
平
成
２１
年
度
要
望
活
動

結
果
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
掲
載
す
る（
連
載
は
今
回
で
終
了
）。

２
�
都
市
基
盤
整
備
の
推
進

都
市
公
園
等
の
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
個
別
公
共

事
業
の
評
価
書
に
よ
り
１４
カ
所
が

２２
年
度
も
引
き
続
き
事
業
が
継
続

さ
れ
る
。

情
報
通
信
施
策
は
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
（
平
成

２３
年
７
月
）
に
伴
い
、
デ
ジ
タ
ル

中
継
局
の
整
備
に
対
す
る
支
援
、

辺
地
共
聴
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
支

援
、
新
た
な
難
視
対
策
等
に
財
政

措
置
等
が
行
わ
れ
る
。

３
�
自
然
災
害
対
策
の
推
進

地
震
防
災
対
策
で
は
、
災
害
被

害
を
想
定
し
た
具
体
的
計
画
の
点

検
・
見
直
し
作
業
の
検
討
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
住
宅
・
建
築
物

等
の
耐
震
改
修
等
を
支
援
す
る

「
住
宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク

形
成
事
業
」
の
助
成
対
象
に
「
防

火
改
修
に
要
す
る
費
用
」
が
新
た

に
追
加
さ
れ
た
。

ま
た
、
治
水
対
策
と
し
て
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
警
戒
体
制
の
早

急
な
対
策
で
は
、
地
震
な
ど
に
よ

り
河
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
発
生

す
る
「
天
然
ダ
ム
」
に
早
急
に
対

処
す
る
た
め
、
国
・
都
道
府
県
に

よ
る
緊
急
調
査
の
実
施
や
、
住
民

へ
の
避
難
情
報
の
提
供
な
ど
を
可

能
と
す
る
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
が
今
通
常
国

会
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
町
村
が
適
切
に
避
難
指
示

の
判
断
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊

（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
の
体

制
に
係
る
充
実
強
化
は
、
平
成
２２

年
度
施
策
で
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ

Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
初
動
対
応
に
必
要
な
装

備
・
シ
ス
テ
ム
の
充
実
・
強
化
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
夜
間
・
悪
天

候
時
や
被
災
現
地
の
状
況
に
左
右

さ
れ
な
い
情
報
収
集
・
伝
達
体
制

の
構
築
が
図
ら
れ
る
。

４
�
観
光
立
国
の
推
進

昨
年
度
に
引
き
続
き
要
望
し
た

観
光
圏
整
備
事
業
補
助
制
度
の
拡

充
に
つ
い
て
は
、
各
観
光
圏
で
地

方
自
治
体
、
農
協
漁
協
等
の
地
域

の
幅
広
い
関
係
者
の
連
携
に
よ

り
、
宿
泊
者
数
や
リ
ピ
ー
タ
ー
率

等
の
客
観
的
な
数
値
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
圏
域
全
体
を
紹
介
す

る
地
図
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ
、
連
泊

・
圏
域
内
転
泊
プ
ラ
ン
の
企
画
立

案
・
広
報
の
実
施
等
の
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
光

圏
整
備
事
業
の
取
組
を
総
合
的
に

支
援
し
、
国
際
競
争
力
の
高
い
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
が
推
進
さ

れ
る
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
を

目
指
し
、
観
光
圏
の
玄
関
口
と
な

る
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
整
備

推
進
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

等
の
取
組
へ
の
支
援
が
行
な
わ
れ

る
。（

担
当
・
建
設
運
輸
委
員
会
）

本本

会会

委委
員員
会会

活活
動動
結結
果果
のの
概概
要要

２１年度

③
<完>
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